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（第1章）
（第1節）
［7］　本訳（1＞），169ページ33行目「構成されていた．」の後に次の文章を加える．
　　1823年までは副長官（Vizekanzler）がいた．　Kgl．＾∫彦aat　1823，　S．148。
［7a］　本訳（1），203ページ9行目「民衆運動」への追加訳注．1830年のザクセンで
　　は反動的政治体制に対する不満が大きくなっていた．同年6月，アウグスブルク
　　信仰告白300年記念祭に際してドレースデンとライプツィヒで小規模な一揆が発
　　生した．フランス七月革命の影響を受けて，まず9月2日にライプツィヒで，次
　　いでドレースデン，ケムニッツなど多くの都市で，そして，農村では主として9
　　月後半に，民衆運動が高揚し，市参事会，警察，国家官吏・都市吏員，荘園領主な
　　どが襲撃された．都市においては市参事会による専制的支配などが批判され，農
　　村においては租税ないし領主的貢租・賦役の軽減あるいは廃止などが要求され
一248一
ゲルハルト・シュミット「近代ザクセン国制史入門」（珊）　249
　た．これに対して都市の有産市民層は民兵団（本訳（W），174ページ訳注［30コ）
　を組織して，治安を回復した．また，9月10日に勅命公安委員会が創設され，同月
　13日に，アインジーデルが辞任し，リソデナウが内務部内局大臣に任命された．
　9月18日に勅命公安委員会は身分制議会の召集を予告した．新政権の10月5日の
　改革準備布告は憲法と都市自治体法の起草および租税制度の改革を公示した．新
　政権発足後も，例えば，ドレースデンで30年10月　，12月，3ユ年4月（市民協会〔民
　主派〕禁止令）に，ライプツaヒで31年8月に一揆が起こったが，鎮圧された．
　Witzleben　1881，　S，　134－144；　Paul　Reinhardt，　Die　sdchsischen　Unruhen　der
　fahre　1830－1831　und　Sachsens　Ubergang　zum　Verfassungsstaat，　Halle　1916，
　S，　109－117，　122－241；　Alexancler　Schlechte，　Die　Vorgeschichte　der　sachsischen
　Verfassung　vom　4．　SePtember　1831，　Borna－Leipzig　1927，　S．　60－74，　83；
　Blaschke　1958，　S，　78－79；　Schmidt　1966，　S，　103－107，　138；　GroB　1968，　S．　89－91；
　Hartmut　Zwahr，　t’Bourgeoisie　und　Proletariat　am　Beginn　der　bUrgerlichen
　Umwalzung　in　Sachsen．　Die　Septemberereignisse　von　1830　und　die　Anfange
　der　deutschen　Arbeiterbewegung”，　in：　Zeitschrift　ftir　Geschichtstvissenschaft，
　Bd，　25，　1977，　S．　656－670；　R．　Zeise，　”Der　historische　Platz　der　revolutionh’ren
　Volksbewegungen　1，830／31　und　der　Staatsreform　in　Sachsen”，　in：　Sdchsische
　Heimatbldtter，　Bd，　29，　1983，　S．　3－6；　Michael　Hammer，tCZu　einigen　Problemen
　des　Verlaufs　der　sla’chsischen　Volksbewegung　des　Jahres　1830”，　in：　Sdchsische
　Heimatbldtter，　Bd．　29，　1983，　S，　10－12；　Blaschke　1984，　S．　612－613；　M．
　Hammer，”Die　Septemb，ererhebungen　des　Jahres　1830　in　Sachsen”，　in：　Jahrbuch
　ftir　Regionalgeschichte，　Bd．　11，　1984，　S．　92－108；　Kiesewetter　1988，　S，　95－98；
　V．　Ruhland，　CtDie　bUrgerliche　Revolution　von　1830／31　und　Sachsens　Ubergang
　zum　Verfassungsstaat”，　in：　Dresdner　Hefte．　Beitrdge　zur　Kulturgeschichte，　H．
　26，1991，S．5－8．なお，勅命公安委員会は11月7日に廃止された．Witzleben
　1881，　S，　144；　Reinhardt　1916，　S．　195．
［8a］　本刑（1），203ページ16行目「統一的国家領域」への追加訳注．31年憲法第1
　条はザクセン王国の領土の統一性を定めていたが，それはさしあたりは単に紙の
　上のものにすぎなかった．それを実現するための最大の障害が，オーバーラウ
　ジッツ地方身分制議会のもつ，伝統的な諸権利であり，後者は行政権の大部分を
　含んでいた．長い協議の末にようやく34年に，オーバーラウジッツの地方制度を
　変更し，この地域にもザクセン憲法を適用する基本文書が，ドレースデンの政府
　と地：方身分制議会との間で調印され，35年の命令によってオーバーラウジッツは
　旧本領地域に原則的に統合された．Schmidt　1966，　S，178－182；Blaschke　1983，
　S．617．本領地域の内部にも特殊地域としてシェーンブルク家協定所領があった．
　同家は1815年と28年にも一定の高権を認められていたが，35年の新協定によって
　同家協定所領は，ザクセンの中級官庁たる県（KD）と控訴裁判所の管轄の下に置
　かれることになった．それに対して同家は巨額の補償を得た．同家の権限は
　1862－65年および74－78年に縮小され，その結果として協定所領は他の地域と同
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　化された。Schmidt　1966，　S，187－191；Blaschke　1983，　S，617－618，637；
　Blaschke　1984，　S．　785－786．
［8bコ　試訳（1），204ページ18行目「7日の命令」への追加訳注．これによって内局
　官房，閣僚会議と福音事項閣僚協議会も設置された．H（ugo）G（ottfried）Opitz，
　Das　Staatsrecht　des　Kbnigreichs　Sachsen，　Bd，　1，　Leipzig　1884，　S．　174，　183，
　235；　Mayer　1909，　S．　253，　255，
［19a］　本訳（1），208ページ7丁目・「後にば電信」への追加訳注．国営電信は
　1850年に開業した．Blaschke　l983，　S．638，　Vgl．　Schmidt　1966，　S．220．ザクセン
　の電信網は1866年にプロイセンに移管された．Kbtzschke／Kretzschmar　l965，
　S．　362；　Zeise，　in：　Czok　1989，　S，　377．
［30a］　本訳（1），209ページ5行目「出版検閲事顔」への追加訳注．1836年出版令
　による．Blaschke　1983，　S．626，
［47c］　本門（1），211ページ7行目「4大臣」への追加訳注．1831年憲法によれば
　福音事項閣僚協議会は，福音派でなければならない宗教大臣と，福音派に属する，
　2人以上の他の大臣から構成される．31年11月の命令によって同協議会の構成員
　は福音派の全大臣となったが，40年から，これに関する命令は発布されなかった
　けれども，法務，大蔵，内務および宗教の4大臣となった．Opitz　1884，　S．183，
　Vgl，　Mayer　1909，　S，　253．
［53コ　本丁（N），180ページ10行．目「の年にはない．」の後に次の文章を入れる．た
　だし，lngo　R6sler（Hrsg．），　Das　sdchsische　Heer，　seine　Kommando一，　fustiz＿
　und　Verwaltungsbehbrden　1831－1921　（Ubersicht　tiber　die　Quellenbestdnde　des
　Militdrarchivs　der　DDR，　Bd，1），　Potsdam　1974，　S，50によれば軍事建設局は
　1897年に設置された．
　　同ページ11行目の末尾に次の文章を追加する．ただし，R6sler　1974，　S．276によ
　れば軍事建設部は1870年に設置された．
（第2節）
［63d］　本門（1［），148ページ27行目「統合すること」への追加訳注．従来，国家の
　諸金庫と上級租税委員会の金庫は，また，本領地域の金庫とオーバーラウジッツ
　の金庫は，分離して管理されていた．さらに，多くの行政部門において予算書が
　存在しなかった．そこで，これらの諸金庫を統合し，邦議会に提出される，統一的
　な国家予算書を作成することが．大蔵省の最：初の課題となった．Schmidt　1966，
　S．　152－153，　180－181．
［63eコ　本瓦（H），149ページ2回目「確立すること」への追加訳注．関税同盟への
　加入（関税同盟条約公布令　GS　1833，　S．153）の結果として1833年末に旧来の間
　接税が廃止され，プロイセンにならった関税，火酒税，ビール税，ワイン税とタバ
　コ税の徴収が定められた．上級租税委員会が徴収してきた租税（ショック税，四
　面出，騎士奉公代納金，人税，穀粉税，酒税，印紙税，騎兵給養税など）も同時に
　廃止された，34年には営業税，人税，屠殺税と印紙税の徴収，および，さまざまな
一250一
ゲルハルト・シュミット「近代ザクセン国制史入門」（田）　251
　人的免税特権の廃止が指令された．さらに，35年からの全国検地の結果に基づい
　て，43年に地租改正法が公布され，地域によって異なっていた土地課税方式が統
　一された．騎士農場などの免税特権は廃止され，それに対して，50年までに国庫
　補償が実施された．Schmidt　l966，　S，153－155，219；Blaschke　1983，　S，624－625，
［63fコ　旧訳（［），149ページ19行目「国家行政の改革」への追加訳注．本文，訳注
　と訳者補訳了1に言及されているもの以外に，次のものがある．（！）31年の命令
　によって，貴族の子弟に対するライプツィヒ大学法学部の試験の場所が，従来の
　高等宮廷裁判所から，平民の子弟と同じように法学部に変更された．これによっ
　て密室の中の，いわゆる伯爵の試験が廃止された．Schmidt　1966，　S．167．（2）
　35年特権的裁判籍法は，領邦君主直属地の所有者が高等宮廷裁判所にもっていた
　特権的裁判籍を廃止した．しかし，王族，国庫，シェーソブルク家，ライプツィヒ
　大学学生などは特権的裁判籍を認められていた．聖職老を含む国家官吏，飾罫君
　主直属地の所有者，家産裁判領主などとその家族は司法管区の管轄の下に置かれ
　た．Blaschke　1958，　S，119；Schmidt　1966，　S．306－308；Blaschke　1983，　S．618．
　③　35年国家官吏法は，君主の使用人でなくなった国家官吏を，政府の恣意から
　保護すべきものであった．とりわけ，裁判官の独立が罷免の禁止によって保証さ
　れた．Schmidt　l966，　S．158－159，299．
［63gコ　本節（の，！49ページ19－20行目「土地改革」への追加訳注．32年の償
　却・共同地分割法と委託地代銀行法，33年奉公人奉公強制廃止法，34年の封地世
　襲弊法と耕地整理法，37年の非農民身分による農民地取得認可法，43年の土地登
　記法と土地分割制限法．Schmidt　1966，　S．147－150；GroB　1968，　S，103－114，
　121－123；　Blaschke　1983，　S．　614－615；　Kiesewetter　1988，　S．　118－120，　128．
［63hコ　本鮪（fi），149ページ20行目「製粉」への追加訳注．38年ビール醸造・製粉
　強制廃止法．Schmidt　1966，　S．157；GroB　1968，　S．114；Blaschke　l983，　S．627．
［63i］　本訳（［），149ページ20行目「同職組合」への追加訳注．40年農村工業規制
　緩和法．Schmidt　1966，　S．157－158；Blaschke　1983，　S，627；Kiesewetter　1988，
　S．174－175；田熊文雄，「形成期工業国家ザクセンの営業制度」，（1），『岡山大学文
　学部紀要』，12号，1989年，218ページ．
［63j］　本訳（1），149ページ21行目「婦人」への追加訳注．38年の婦人に関する後
　見人制度廃止法．Schmidt　1966，　S，159；Blaschke　1983，　S．627．
［63k］　本門（H），149ページ21行目「私生児」への追加訳注、31年嫡子庶子同権
　令，Schmidt　1966，　S．159．
［63m］　本丁（ll），149ページ21行目「ユダヤ人」への追加訳注．1837年ユダヤ教祈
　疇所建設認可法，38年のユダヤ人への部分的市民権（土地取得など）賦与法，40年
　の裁判手続きにおけるユダヤ人宣誓廃止：法．Schmidt　1966，　S．162；Blaschke
　1983，S．626－627，なお，宗教改革の母国を自認するザクセンでは，カトリック教徒
　はようやく1807年に，改革派教徒は11年にルター派教徒と同権とされた．
　Schmid亡1966，　S．269；Blaschke　1983，　S，621，
［63nコ　：本訳（∬），149ページ22行目「救貧」への追加訳注．34年本籍法によってす
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　べての国民と土地は，自治体の領域と重なる本籍地を指定された．本法は，住所
　変更の場合，いつ，そして，何によって本籍地を取得できるか，を規定し，本籍地
　に貧民の扶養を義務づけた．しかし，乞食は止まなかったために，40年救貧法は
　救貧を自治体の義務と定め，自治体の財源が著しく不足する場合にかぎって，国
　庫から部分的に補助することとした．Schmidt　1966，　S，159－160；Blaschke　1983，
　S，　626，
［63p］　本訳（II），149ページ22行目「教育改革」への追加訳注．35年国民学校法は
　校舎の維持と教員給与の支払いを初めて自治体の義務とし，授業料の徴収を禁止
　した．自治体の財源が不足する場合には，国家が補助した．これによって，教会か
　ら独立した学校への第一歩が踏み出された．6歳から14歳までの児童に8年間の
　通学を義務づけた同法は，一種の児童労働禁止法でもあった．Schmidt　l966，　S．
　164－166；　Blaschke　1983，　S．　622．
［63qコ　本訳（の，149ページ22行目「軍制改革」への追加訳注．34年兵役法は20歳
　の男子について，6年現役と3年予備役の一般的兵役義務を初めて規定した．入
　営者は，免除者と無資格老を除いた後，抽選によって決定された．しかし，高額の
　保証金を支払える者には，除隊兵士による代理が許されていた．35年陸軍刑法は
　兵士に対する非人間的な刑罰のいくらかを廃止し，38年陸軍刑法は38年刑法典に
　さらに近付いた．軍事費は大幅に削減された．Schmidt　l966，　S．168－169；
　Blaschke　1983，　S．　628．
［63r］　内訳（［），149ページ27行目「可能性」への追加訳注．31年憲法は貴族につ
　いての規定をまったく含まない，したがって，貴族の身分的特権は官吏の登用に
　関しても，もはや存在しない．Mayer　1909，　S．44－45．旧訳（N），170ページ
　　［8コ参照．現実はどうか．1589年に平民の本領警察委員会長官クレルは枢密院
　　（第一次）を廃止して，事実上の総理大臣となったが，すでに91年には失脚した．
　Biaschke　l958，　S．14，17．それ以後ザクセン政府中枢にはいった最初の平民が，上
　級宗務委員会長官グルーナー（31年3月任命）であった．Carl　Gretschel／Fried－
　rich　BUIau，　Geschichte　des　sdchsischen　Staates　und　Votfees，　Bd，　3，　Leipzig
　1853，S．714，彼は初代の宗教大臣に予定されていたが，任命直前に死亡した．
　Schmidt　1966，　S．　117－118．
〔64cコ　本甲（H），151ページ6行目「廃棄」への追加訳注．例えば，騎士農場の教
　会・学校経費分担法案，および，家産裁判権廃止法案．Schmidt　1966，　S．123，
　308－309；　Blaschke　1983，　S，　619．
〔64d］　本訳（E），151ページ11行目「検閲制度」への追加訳注．邦議会民主派は，
　憲法に定められている出版の自由の立法化を要求した．しかし，政府は外国，と
　くにオーストリアとプロイセン，からの圧力のためにそれを引き延ばし，ようや
　く公布された44年出版法も，検閲をいくらか緩和したにすぎなかった．Schmidt
　1966，　S．　124－125；　Blaschke　1983，　S．　632，
〔64e］　本田（ll），152ページ25行目「民衆運動」への追加訳注．これについてはR，
　Zeise，　Die　antifeudale　Bewegung　der　Volksmassen　auf　dem　Lande　in　der
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　Revolution　1848／49　in　Sachsen，　Diss，　Potsdam　1965；　Rolf　Weber，　Die
　Revotution　in　Sachsen　1848／49，　Weimar　1968；松尾，「三月革命期における騎士
　領プルシェンシ＝タイン所属村落（南ザクセン）からの請願書への序論」，『岡山
　大学経済学会雑誌』，19巻3・4巻，1988年，を参照．
［64fコ　本訳（H），154ページ1行目「三月内閣」への追加訳注．三月内閣が提示し
　た綱領のうち，対内的なものは次のとおりである。（1）軍隊の憲法宣誓，（2）検閲廃
　止と出版法改正，（3）陪審制裁判所設置を含む司法改革，（4）選挙法改正，（5）結社権
　の承認，（6）教会関係法改正．Curt　Geyer，　Politische　Parteien　undδffentliche
　Meinung　in　Sachsen　von　der　Marzrevolution　bis　zum　Ausbruch　des
　Maiaufstandes　1848－1849，　Diss．　Leipzig　1914，　S．35．なお，48年ドイツ・カト
　リック教徒法によって同教徒はキリスト教徒と認められた．GS　1848，　S．204．
　Vgl．　Opitz　1884，　S．178．また，49年基本権規定施行令によってユダヤ教徒はキリ
　スト教徒と同一の市民権を獲得した．GS　1849，　S．67，　Vgl．　Opitz　1884，　S．178；
　Viktor　Otto，　Das　Recht　der　Lehngtiter　in　den　Erblanden　des　K6nigreichs
　Sachsen，　Leipzig　l888，　S，21；Schmidt　1966，　S，312，この規定は51年基本権公布
　令廃止法によっても，そのまま効力をもち続ける，とされた．GS　1851，　S．128．
　ようやく1868年憲法改正法が市民権と宗教との関連を切断した．Opitz　1884，　S．
　121．Vgl．　Otto　l888，　S．21．さらに，ドイツ臨時中央権力の要請に基づいて公布さ
　れた48年兵役法は，兵役義務期間を3年現役，3年予備役と定め，兵役義務の代
　理制度を廃止した．Schuster　1885，　Teil　3，　S．46，　Vgl．　Schmidt　1966，　S．312；
　Biaschke　1983，　S，　633．
［64g］　選訳（fi），154ページ1行目「保証した．」への追加訳注．48年3月9日の出
　版令（これは臨時邦議会召集予告を含む，）と48年の出版法および結社・集会法．
　GS　1848，　S．　13，　282－286，　289－290．　Vgl．　Schmidt　1966，　S．　312；　Blaschke　1983，
　S，　633－635．
［64h］　本訳（H），154ページ2行目「廃止され，」への追加訳注．48年邦議会は，騎
　士農場の法的地位と農民地のそれとを均等にすること，および，教会保護権と他
　人の土地における狩猟権とを廃止することを決議した．Heinz　Georg　HQtldack，
　Untersuchungen　zur　Geschichte　der　Reafetion　in　Sachsen　1849－1855，　Berlin
　1931，S．Iしこれに関して実現したのは，48年の騎士農場の教会・学校経費分担法
　と49年狩猟期間令（狩猟権廃止）である．GS　1848，　S，274；GS　1849，　S．42．
　Vgl，　Zeise　1965，　S．　257，
［65dコ　本訳（［），154ページ5行目「自治体」への追加訳注．48年自治体代表選挙
　法によって直接選挙が実現した．しかし，52年には同法廃止法が成立した．GS
　1848，　S，　275；　GS　1852，　S，　74－75．　Vgl．　E（rnst）　Otto　Schimmel，　Die　Enttviclelung
　des　Wahlrechts　zur　sdchsischen　Zweiten　Kammer　und　der　Zusammensetzttng
　derselben　in　ParteiPotitischen　und　sozialer　Hinsicht，　Nossen　1912，　S．　73；
　Schmidt　1966，　S．　312，
［66aコ　本訳（ll），157ページ14行目「電信で」への追加訳注．ボイストは，軍事援
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　助を要請する書簡を使者に託した．Helmut　Rumpler，　Die　deutsche　Politile　des
　Freiherrn　von　Beust　1848－1850，　Wien／Kdln／Graz　1972，　S．　165，
［67aコ　本訳（ll），159ページ5行目「戒厳令」への追加訳注。戒厳令はドレースデ
　ソ市とその周辺3マイル（49年5月から50年6月まで）についてばかりでなく，
　ヴェールダウ管区（A）（49年6月から50年1月まで）についても布告された．
　GS　1849，　S．　95，　132；　GS　1850，　S，　4，　136，　Vgl．　K6tzschke／Kretzschmar　1965，
　S．　341，　343；　Zeise，　in：　Czok　1989，　S．　366．
［67b］　本訳（H），159ページ6行目「祖国協会」への追加訳注．祖国協会（49年）
　に対してばかりでなく，労働者協会（50年）と「自由共同体」（51年）に対しても
　禁止令が出された．GS　1849，　S，174；GS　1850，　S．179－180；GS　1851，　S，309－
　310．　Vgl．　Blaschke　1983，　S．　635；　Zeise，　in：　Czok　1989，　S．　367，
［67c］　本訳（1），159ページ17行目「廃止された．」への追加訳注．1850年目集
　会・結社令および出版令．GS　1850，　S．137－142，142－144．　Vgl．　Blaschke　1983，
　S，　635．
［67d］　本丁（［），159ページ18行目「召集された．」への追加訳注．50年通常邦議会
　　（SV）召集布告．　GS　I850，　S，135－136．　Vgl，　Blaschke　1983，　S．635．
［67e］　：本町（H），159ページ27行目「評議員」への追加訳注．1830年3月の命令は
　ライプツィヒ大学創立以来の中世的大学制度を改革した．正教授全員から成る評
　議会が，大学の審議・決定機関となった．大学の最高機関に従来参加していた助
　教授は，これによって評議会から排除された．宗教大臣ボイストは1851年に大学
　の権限を次の機関に分割させた．助教授を含む大学総会は，学長と大学運出上院
　議員の選出の権限をもつだけである．重要問題は正教授総会あるいは評議会に
　よって決定される．後者は学長，学部長，政府の任命する6人の正教授と，各学部
　が選ぶ4人の正教授などから構成される．Holldack　1931，　S．73，85；Winfried
　L6schburg，　”Der　Widerstand　der　Universitat　Leipzig　gegen　die　Reaktivierung
　der　alten　Stande　in　Sachsen　im　Jahre　1850”，　in：　Ernst　Engelberg　u．　a．　（Hrsg，），
　Karl－Marx一こノniversitおt　Leif）zig　1409－1959，　Bd．1，　Leipzig　1959，　S．324－325，
　327，
［67f］　本門（ff），160ページ8行目「事後的に同意」への追加訳注．1850年の48年
　選挙法廃止法．Diersch　1918，　S，122．　Vgl．　Schimmel　1912，　S．73；Blaschke
　1983，　S．　635，
［67g］　本訳（の，160ページ9行目「出版法」への追加訳注．これは51年出版法の
　ことである．Blaschke　1983，　S．635．出版の自由はようやく70年出版法によって規
　定された．Blaschke　1984，　S．787，
［67hコ　本訳（1），160ページ10行目「国民学校法1への追加訳注．これは，教師の
　政治活動を禁止した51年国民学校法のことである．GS　1851，　S．107－110．
［67i］　塩素（丑），160ページ10行目「諸法律」への追加訳注．これは，武器所持者
　の集会参加を禁止した50年結社法，および，51年公安維持法（GS　1850，　S，264－
　270；GS　1851，　S．118－122）のことであろう．　Vgl．　Blaschke　1983，　S，635．
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［68］　本訳（N），183ページ12行目「本章訳注［25］を参照」を「本章訳注［30コを
　参照」に改める．
［68c］　本訳（ll），163ページ9行目「実現した．」への追加訳注．1855年下級官庁組
　織法は56年に施行された．Blaschke　1958，　S．111；Blaschke　1983，　S．636．
［68dコ　本訳（II），163ページ17行目「民法典」への追加訳注．法典編纂事業の第一
　の成果は38年刑法典であった．それに続いたのが55年の刑法典と刑事訴訟法，63
　年の民法典と民事訴訟法，さらに，68年の刑法典と刑事訴訟法であった．56年陸
　軍刑法と62年陸軍刑事訴訟法もそれに関連する．Schmidt　1966，　S．310，314；
　Blaschke　1983，　S．　637；　Blaschke　1984，　S．　786．
［69aコ　本州（ll），164ページ24行目「営業の自由」への追加訳注．61年営業法につ
　いてはSchmidt　1966，　S．314；Blaschke　l983，　S．638；Kiesewetter　1988，　S．
　189－196；田熊，前掲論文，（ll），前掲誌，13号，1990年，48－49ページ，参照．
［69b］　本訳（ll），164ページ25行目「狩猟権」への追加訳注．58年狩猟権償却法．
　松尾1990，275－276ページ，参照．償却と強制権廃止に関してはさらに，50年の
　保有地移転貢租償却法と屑拾いなどの特別強制権廃止法，51年償却法補充法，52
　年教区負担償却令が重要である．GroB　l968，　S，114－115，120；Blaschke　1983，
　S，　638；　Kiesewetter　1988，　S．　125，
［71d］　本訳（ll），165ページ8行目「一般鉱業法」への追加訳注．51年鉱業法は鉱
　業特権を，したがって，鉱山官庁の権限を大幅に縮小させた．さらに68年鉱業法
　は，石炭業を含む鉱業全体について，鉱業特権と監督原則の最後の残基を廃棄し
　た．G（eorg）H（einrich）Wahle，　Das　Allgemeine　Berggesetz　ftir　das　Kbnigreich
　Sachsen　vom　31．　August　1911，　Leipzig　1911，　S．　2，　Vgl．　M“11er　1893，　S．
　78－80；　Wernicke　1942，　S．　128；　Blaschke　1983，　S．　638；　Blaschke　1984，　S．　789．
［71e］　本訳（［），166ページ8行目「9月」への追加訳注．6月に設置された邦統
　治委員会は，10月越廃止された．Blaschke　1958，　S，98；Blaschke　1984，　S，780，
（第3節）
［71f］　本訳（m），96ページ26行目「服した．」への追加訳注．北ドイツ連邦憲法に
　基づく，1867年の陸軍刑法，陸軍刑事訴訟法，軍紀違反に関する規定などの公布
　令．Schuster　1885，　Teil　3，　S，149－150．なお，1852年兵役法は現役期間を6年，予
　備役を2年とし，代理制度を復活させた．R6sler　l974，　S．17．66年兵役法は現役3
　年，予備役4年，後備隊5年と定め，代理制度を廃止した．GSI866，S。271；
　R6sler　1974，　S．　18．　Vgl，　Schuster　1885，　Teil　3，　S．　133．
［71gコ　翻訳（m），97ページ10行目「諸改革」への追加訳注．その他の改革として次
　のものがある．国王を封主とし，騎：土農場所有者を封臣とする中世的レーエン関
　係は，72年に廃止された．70年に非国教徒のための戸籍が第一審裁判所につくら
　れることになった．これによって非国教徒は婚姻などの戸籍事項証明をルター派
　牧師によらないで済ますことができた．75年の帝国法は戸籍部（Standesamt）の
　設置を定めた．76年に国家官吏法が改正された．Blaschke　l984，　S．786－787．
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［72a］　本訳（m），97ページ25行目「二つの自由派政党」への追加訳注．1869年から
　1911年までの下院議員の党派別構成は，官庁統計によれば別表第2のとおりであ
　る．“Wahlk6rper　und　politische　Wahlen”，　in：Statistisches　Jahrbuch　ftir　das
　Kbnigreich　Sachsen　（＝＝Jahrbuch），　Bd，　34，　1906，　S．　262；　“Politische
　Vertretung”，　in：Jahrbuch，　Bd．40，1912，　S、273．　Vgl，　Diersch　1918，　S．334．こ
　れによれば，1871年から79年まで国民自由党，進歩党と自由派の3派合計は下院
　の過半数を占めていた．しかし，これらの中の2派だけでは過半数に達しない．
　それに対して，81年から1907年までは保守派が単独で多数派をなしていた．また，
　1869年から1909年までの下院選挙の党派別得票数，有権者総数と総人口は，官庁
　統計によれば別表第3のとおりであった。1869年目“Wahlk6rper　und　politische
　Wahlen”，　in：Jahrbuch，　Bd．34，1906，　S．263，1873－1907年は“Politische
　Vertretung”，　in＝／ahrbuch，　Bd，41，1913，　S．284－285，1912年は“Politische
　Vertretung”，　in：　Statistisches　Jahrbuch　ftir　den　17reistaat　Sachsen，　Bd．　44，
　1918／20，S，423による．ただし，総人口は“Stand　der　Bevblkerung”，　in：
　Jahrbuch，　Bd．41，1913，　S．12による．それに対して，1871年から1912年までのザ
　クセンにおける帝国議会選挙の党派別得票数，有権老総数と総人口は別表第4の
　とおりであった．“Politische　Vertretung”，　in：Jahrbuch，　Bd．41，1913，　S，285．
　ただし，総人口の典拠は別表第3と同じである．
［73e］　本訳（皿），98ページ24回目「1924年」への追加訳注．1923年自治体法は24年
　に施行された．GS　1923，　S．406，
［73f］　本訳（皿），99ページ11－12行目「教会委員・教会会議令」への追加訳注。こ
　れによって教会保護権は事実上，失効した．教会保護権所有者は教会委員の会議
　に出席することはできたが，投票権はもたなかった．また，邦教会の歴史上はじ
　めて，俗人を含む教会会議が設けられた．それは，邦教会のすべての重要事項を
　決定すべき国家官庁であった．Blaschke　l984，　S．794．
［73gコ　本訳（m），99ページ13行目「宗務庁法」への追加訳注．この法律は国家と教
　会の完全な分離をもたらしたものではなく，邦宗務庁は，邦宗務委員会よりも権
　限を拡大したとしても，依然として国家官庁であった．Blaschke　l　984，　S．795．
［73h］　本志（皿），99ページ16行目「国民学校法」への追加訳注．8年の義務教育期
　間などに関する規定は35年法と同じである．Vgl，　Blaschke　1984，　S．787，
［73i］　本訳（皿），101ページ19－20行目「帝国司法諸法」への追加訳注．79年目裁
　判所構成法施行法，民事訴訟法関係法，破産法関係法と刑事訴訟法施行法施行令、
　GS　1879，　S，　59－65，　69－72，　91－92，　184－189，
［73jコ　本訳（皿），106ページ6行目「ストライキ」への追加訳注．1903年8月にク
　リミッチャウの繊維工業労働者7，800人以上は10時間労働制とユ0％賃上げを要求
　して，ストライキに突入し，同市の繊維工場83が操業を停止した．これは政府側
　の親工場主的介入のために次第に政治ストの性格を強めた．R．　Zeise／Bernd
　RUdiger，“Bundesstaat　im　Deutschen　Reich（1871－19ユ7／18）”，　in：Czok　l989，
　S．　412．
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別表第2　下院議員の党派別構成（1869－1909年）
?????????? ??ド思Cツ想
???
???ド社
C会
c党
??????????
1869 41 30 8 一 1 一 一 一 80
1871 37 20 5 一 17 一 一 一 79
1873 38 17 5 一 20 　 一 一 80
1875 35 15 14 一 16 一 一 一 80
1877 37 19 20 一 3 一 一 1 80
1879 36 20 19 一 2 一 一 3 80
1881 45 14 15 一 2 一 ｝ 4 80
1883 47 11 15 一 3 一 一 4 80
1885 47 11 14 一 3 一 一 5 80
1887 47 12 13 一 3 ｝ 一 5 80
1889 48 12 11 1 1 一 一 7 80
1891 45 10 11 2 1 一 ㎜ 11 80
1893 43 14 8 1 一 1 1 14 82
1895 44 16 6 一 一 1 1 14 82
1897 50 21 3 一 一 一 一 8 82
1899 52 223 一 1 一 一 4 82
1901 58 21 2 一 1 一 一 一 82
1903 57 22 　 1 1 一 1 一 82
1905 54 23 　 2 1 　 1 1 82
1907 46 31 ｝ 3 一 一 1 1 82
1909
?（???
28 一 8 一 一 6 25 91
1911 23 26 一 8 2 一 6 26 91
（1＞　自由保守党1を含む．
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別表第3　下院選挙の党派別得票，有権者総数と総人口（1869－1909年）
????。?
　　　　　　　　党
@　　　　　　　　　　派
N
保④
??
???国自
@　由
ｯ党
???自門
@　想
R党
???社民
@　主
?}
A（7）一口　投
@　　　票
@　　　二
ﾓ当
翌翌
??
総　　　一
l　　　川
禔@　　　L」
1869（1） 40，610 247 21，8967，828 2，192 97，278［40］244，5942，423，586［1867］
1873＿77（2） 44，353 23，26419，166 5，081 5，59599，848［33］01，5402，760，586［1875］
1879－83（2） 6LO28540 15，99719，7391，650 3，407 16，450119，918［33］59，1112，972，805［1880］
1885＿89（2＞ 82，337 24，445 19，8955，142 3，37742，1571 8，639［42］424，81！3，182，003［1885］
1891＿95（2）106，95316，795 29，317 13，699 14，13488，144270，256［52］．521，2023，787，688［1895］
！903（3） 40，66682，656［41］234，871
1905（3）
41，990
T3，654
V1，846
44，95598，609［43］230，3534，508，601［1905］
1907（3） 55，901127，747［48］264，720
1909（1） 98，39727，405（5）125，157
〔61
41，857
（6）
341，396638，845［83］773，1164，806，661［1910］
（注）　（1）総選挙．（2）三分の一改選の3回分合計．（3）三分の一改選．（4）　自由保守党を含む．（5）
　　（6）松尾の推定数．（7）「その他」と無効票を含む．投票率は四捨五入値．
中産階級同盟などを含む．
?????
別表第4　ザクセンにおける帝国議会選挙の党派別得票，有権者総数と総人口（1871－1912年）
　　党
@　派
N
ド保
C守
c党
ド帝
C国
c党
国自
@　由
ｯ党
引込
@　想
R党
社民
@　主
?}
???ド改
C革
c党
ム（1）　一口　　投
@　　　　　票
@　　　　　率
v　琶
有総
??
総　　一
l　　年
禔@　　一
1871 21，31834，48153，20857，03742，077 213，129［45コ472，874
1874 18，70436，545 69，78235，98592，1802，734 259，592［50］524，914
187756，67721，78574，42746，395123，9781，830 328，088［58］569，030
1878 55，30943，45667，83243，488128，0391，904 3’S2，687［59］585，444
1881 75，523 33，403 43，420 70，542 87，786313，345［52］597，517
188482，353 42，57264，31644，246128，！42 537 364，602［59］622，792
1887124，58653，931161，348 29，873 149，27028 522，025［80］656，214
2，556，244［1871］
Q，760，586［1875］
Q，972，805［1880］
R，182，003［1885］
R，502，684［1890］
R，787，688［1895］
S，202，216［1900コ
S，508，601［1905］
S，806，661［1910］
1890129，34131，066112，51452，915241，187 202 4，788574，974［82コ701，230
1893126，727 21，045 49，55430，203270，654 5．18 93，364594，506［80コ744，204
1898109，437 101，94818，272299，190L90373，427607，444［74］822，050
1903 75，44522，864 101，202 30，448 441，7644，847 73，6567 4，894［83］909，846
1907 85，336 25，418 225，03444，405418，5704，64359，67866，571こ90］965，658
1912 78，07416，143204，23581，718513，2162，573 37，160938，135［89］1，056，441
（注）　（1）「その他」と無効票を含む．投票率は四捨五入値．
??????????????????????????????
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［76a］　本訳（皿），113ページ5行目「9人」への追加訳注．1898年ケムニッツ市条
　例証加熱25によれば，同市の市議会議員の総数は57人であった．Bericht　tiber　die
　Vertvaltung　und　den　Stand　der　Gemeindeangelegenheiten　der　Fabrife一　und
　Handelsstadt　Chemnitz　auf　das　Jahr　1898，　Chemnitz　1899，　S．222．社会民主党
　所属のケムニッツ市議会議員は1898年に15人であったが，選挙権改悪の後には9
　人に減少した．Emst　Heilmann，　Ceschichte　der　Arbeiterbewegung　in（］hemnitz
　und　dem　Erzgebirge，（CheInnitz　1912，）S．261－263．なお，　H．ペックは1896年か
　ら1908年までケムニヅツの市長であった．Klein　1982，　S．300．
［78bコ　本訳（皿），115ページ3行目「1919年」への追加訳注．1918年12月の命令が
　牧師の学校監督権を停止していたが，．19年学校法は学校監督権を地区教育参事官
　に与えた．21年教員職務法は国民学校教員に対して教会職との兼務を原則的に禁
　止した．Blaschke　1985，　S．591，598．
〔78c］　本訳（皿），116ページ7行目「第二予備役」への追加訳注．これは，体力の
　不足などのために兵役義務を猶予された者から徴発され，補充部隊となった．
　Schuster　1885，　Teil　3，　S．　67．
［83e］　本工（皿），120ページ31行目「農業信用協会」への追加訳注．これは，
　1866年同協会承認令（GS　1866，　S．103－130）に基づく農業信用機関である．
　Vgl，　K（arl）　v（on）　Langsdorff，　Die　Landtuirthschaft　im．　Kbnigreich　Sachsen，
　ihre　Enttvicleelung　bis　einschl．　1885，　Dresden　1889，　S．　100－102；　（Bruno）
　Sch6ne　（Hrsg．），　Die　sdchsische　Landwirtschaft，　ihre　Entwicfeelung　bis　zum
　Jahre　1925，　Dresden　1925，　S，　446－447；　GroB　1968，　S，　163．
（第4節）
［85bコ　本訳（IV），！61ページ4行目「建築法」への追加訳注．これは1863年建築規
　制法と69年同法改正法を改訂したものである．Blaschke　1984，　S．789．
［85c］　本訳（N），161ページ5行目「美観保存法」への追加訳注．これは，芸術的
　記念物保護委員会（1894年）および王立歴史委員会（1896年）以来の郷土保護運動
　の高まりを反映していた．Blaschke　1984，　S．788．
［88a］　本訳（N），164ページ23行目「法務担当参事官」への追加訳注．1914年の国
　有鉄道：庁には法務担当上級参事官の官職があり，その官吏は上級財務参事官の称
　号をもっていた．SffB　1914，　S．207．
［88b］　本訳（N），164ページ24行目「技術担当参事官」への追加訳注．1914年の国
　有爵道庁には技術担当上級参事官の官職があり，その官吏は枢密建設参事官ある
　いは上級建設参事官の称号をもっていた．SHB　1914，　S．207．
（第2章）
［5a］　本論（V），140ページ29行目「8人の，それ以後にはさらに多くの！への追加
　訳注．騎士農場所有者下院議員の貴族と平民の人数は1833年から69年までの時期
　に別表第5のとおりであった．Schirnmel　1912，　S．36，39，41，74，87，92．ただし，
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1857年はSHB　1858，　S．81－82による．したがって，平民の騎土農場所有者議員は
三月前期には減少傾向にあったが，三月後期には増加した．しかし，これらの議
員は，政治的に見ると，しばしば極右であった．Schimmel　1912，　S．76．
別表第5
? 33 36 39 42 45 51 57 66 69
貴　族 11 12 14 14 1512 10 101
平　民 9 8 6 6 5 8 10 11 10
［7］　本訳（V），167ページ6行目「不動産所有」を，「土地を所有する定住者」に
　改める．
　　同ページ16－17行目「3年以上の土地所有」を「土地を3年以上所有する定住
　者」に改める、
　　同ページ28－29行目「被選参権」を「被選挙権」に改める．
［7aコ　本丁（V），143ページ19丁目「法律家」への追加訳注．1833年から66年までの
　下院議員（ただし，〈〉内の数字は都市選出議員）の中の法律家（ただし，O内
　の数字は弁護士）は別表第6のとおりである．Schimme11912，　S，29，39，74，75，
　84，　87，
　　　　　　　　　　　　　　　　別表第6
年 33 42 51 54 62 66
数 〈14＞ 〈20＞ 4 6 （7） 10
〔8a］　内訳（V），145ページ7行目「この邦議会」への追加訳注．49年邦議会下院議
　員の社会的構成は，Schimmel　1912，　S．60－61によれば別表第7のとおりである．
　　（貴族はまったくいなかった．）
　　　　　　　　　　　　　　　別表第7
（???）?????????????
?
???，??
?
????? ??
5　　6　　6　23　76 4 （18）
［11aコ　本訳（V），147ページ23行目「代理人」への追加訳注．31年憲法は，1人の
　下院議員について同時に1人の代理人が選挙されるが，この代理人の召集につい
　ては下院が決定する，と定めていた．GS　1831，　S，256．　Vgl．　Diersch　lg18，　S．
　57．代理人の制度は68年憲法改正法によって廃止された．Naundorff　1904，　S，120．
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　Vgl．　Diersch　1918，　S．　166，
［13a］　本訳（V），150ページ10行目「多かったのである．」への追加訳注．39／40年
　の下院において自由派の一提案は70票中17票を得た．Schimmel　1912，　S。37．した
　がって，自由派議員は約24％であった．54／55年については明らかでないが，
　Schimmel　1912，　S，74，76によれば，50／51年と57／58年の下院自由派は全体の
　20％にも達しなかった．
［15丁目　本訳（V），152ページ4行目「排除されていた．」への追加訳注．1871年の第
　　1回ドイツ帝国議会選挙におけるザクセンの有権者は約473，000人（総人口約
　2，556，000人）であった．また，19！2年の有権者数は約1，056，000人（総人口約
　4，806，000人）であった．それに対して，1869年のザクセン下院総選挙の有権者は
　約244，000人（総人口約2，423，000人），1909年の有権者は約773，000人（総人口約
　4，806，000人）にすぎなかった．別表第3および第4を参照．
［16aコ　虚血（V），152ページ15行目「1864年」への追加訳注，1864年の下院議員の
　社会的構成は，『国政便覧』から集計すると，別衷第8のようになる．農民代表の
　うち2人は寸土農場所有者，1人は工場主である．農民代表と都市代表に1人ず
　つの欠員がある．また，農民代表のうち1人は村長兼務，3人は法律家兼務であ
　り，都市代表のうち2人は弁護士兼務，商工業代表のうち2人は市参事会員兼務
　である．SHB　1865／66，　S．96－101．
　　　　　　　　　　　　　別表第8
騎所　　農　　市参
専有　　酒
場者　　民　　市員
??? ?????????????
22　218 6
? 19 1 2
［16bコ　本訳（V），152ページ15行目「69年」への追加訳注．1869年から1911年まで
　ゐ下院議員の社会的構成は，官庁統計によれば別表第9のとおりである．“Wahl－
　kbrper　und　politische　Wahlen”，　in：　Jahrbuch，　Bd．　35，　1907，　S，　262；　“Politische
　Vertretung”，　in：　／αhrbuch，　Bd．40，1912，　S．273．その他のベアムテには，社会民
　主党関係の専従職員が含まれる．Schimmel　l912，　S，　l13．また，69年の農業者のう
　ち騎土農場所有者は11人（うち1人は貴族），農民は22人であった．Schimrnel
　1912，　S．　92．
〔16c］　本訳（V），153ページ3行目「社会的構成」への追加訳注．前注［16bコを参
　照．
［17］　本月（V），169ページ11行目「Diersch…である．」を「別表第2（Vgl，
　Schimmel　1912，　S．92－93；Diersch　1918，　S，178）によれば，同年には」に改め
　る．
［20コ　本心（V），169ページ21行目「50マルク」を「38マルク」に改める，
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別表第9　下院議員の職業別構成（1869－1909年）
工鉱
齊R?????
???????????そ産
ﾌ業?????
????????????そべ
ﾌア
ｼム
ﾌテ
遺）????????編他Wの???????????
18697 8 一 一 一 33 12 1 4 8 2 一 5 一 一
18717 9 一 一 1 30 12 1 7 7 1 一 4 皿 1
18737 10 1 　 1 27 12 1 10 6 2 一 2 一 1
18757 11 1 一 1 27 13 一 9 4 2 1 2 一 1
187711 12 1 一 1 24 13 一 5 5 1 2 2 一 3
187911 10 一 一 一 25 10 一 3 8 4 2 2 1 4
188113 7 1 　 2 24 8 一 2 8 3 5 2 1 4
188313 5 1 ｝ 1 24 7 一 3 12 3 3 3 2 2
188513 5 1 1 2 26 5 一 4 14 2 2 1 1 3
188716 6 1 1 2 23 5 1 4 12 2 2 ｝ 1 4
188914 6 1 1 3 25 4 1 3 10 2 3 一 2 4
189115 9 2 2 4 21 3 1 3 11 一 3 皿 1 4
189316 6 3 2 7 20 3 1 2 11 2 2 一 2 4
189518 10 4 1 7 19 3 1 1 8 4 一 一 3 2
1897 238 3 一 5 18 3 一 1 12 4 1 一 3 1
189922 8 3 一 4 21 5 一 2 11 1 1 一 2 2
190124 9 2 一 2 23 4 一 2 10 1 1 一 1 3
190322 11 2 一 1 22 4 1 2 7 2 1 一 2 2
190525 14 2 一 2 22 3 1 1 5 2 一 1 2 2
190725 11 1 一 4 20 3 1 3 8 一 一 2 2 2
190913 12 1 　 5 14 3 一 5 7 16 一 3 7 5
191113 11 1 一 5 13 4 一 4 8 17 一 3 7 5
（1）退役軍人を含む．
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［22a］　本訳（V），157ページ3－4行目「社会的構成」への追加訳注．前注［16
　bコを参照．
［27a］　本訳（V），161ページ7行目「社会的構成」への追加訳注．前注［16b］を参
　照．
［27b］　本訳（V），161ページ7－8行目「農民代表」を「農業代表」に改める．
（第3章）
［15a］　本当（V［），173ページ3回目「オーバーアムト宮廷裁判所」への追加訳注．
　これは1821年に廃止され，その権限はオーバーアムト統治委員会に移された，
　Blaschke　1958，　S．　32，
［21a］　本訳（M），175ページ16一ユ7行目「管区参事官」を「裁判所参事官」に改め
　る．
［22］　全訳（V［），195ページ30課目に次の文章を加える．1878年の控訴裁判所には，
　裁判所参事官の称号をもつ裁判官がいる場合があった，SHB　1878，　S．49，53，
　59．
［24a］　本縄（M），178ページ5－6日目「直属することになった．」への追加訳注．
　バウツェンなど4市が郡独立都市となったのは，1915年である．Klein　1982，　S．
　275，　284，　336，　343，
［24b］　本訳（M），178ページ9行目「リーザ」への追加訳注．リーザが郡独立都市
　となったのは1924年である．Klein　1982，　S、352；Blaschke　1985，　S．596．
［24c］　本訳（V［），178ページ10行目「都市郡」への追加訳注．郡独立都市が都市郡
　に改称されたのe＃　，郡から地方郡への改称と同じく1939年である．Blaschke
　1985，　S．　594，
［34a］　本訳（VI），185ページ23行目「租税のオアシス」への追加訳注．これは，著
　者の教示によれば，大都市の近郊にあって，多くの高額所得者が居住する農村自
　治体のことである．ここでは地方税の大部分をこれらの高額所得者が負担してお
　り，このような自治体は，労働者居住地区を含む大都市への併合に反対した．
［37a］　本訳（V［），186ページ22行目「内地伝道」を「福音教会福祉活動1に改め
　る．
［40a］　半半（M），187ページ14行目「約15百万マルク」への追加訳注．1932年に地
　区自治体組合の総支出は，最大のドレースデンにおいて約915万RM，最小のプラ
　ウエンにおいて約120万RMであった．　G　Hoffmann，“Die　Reichsfinanzstatistik
　fUr　die　Rechnungsjahre　1932，　1933　und　1934　mit　einem　RUckblick　auf　die
　Entwickelung　der　sla’chsischen　Finanzwirtschait　seit　dem　Reehnungsjahr　1930”，
　in：　Zeitschrift　des　Sdchsischen　Statistischen　Landesamtes，　80，／81．　Jg．，　1934／
　35，S，395．なお，同年に人口最：大のライプツィヒ市の総支出は11，788万RM，
　第2位のドレースデン市は10，345万RMであった．　Hoffmann　l934／35，　S．392，
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　　　　　　　　　　　　　　　　〔独和索引〕
　この索引は，前号の和独索引に閣僚会議議長〔Vorsitzender　des　Gesamtministeri－
ums〕と上級財務参事官〔Oberfinanzrat〕とを加えたものである。宗教（・公教育）省
と宗教（・公教育）大臣の項には初出のページ数だけを示した．
Alterbla’ndische　lmmobiliarbrandver－
　　sicherungsanstalt〔本領地域不動産
　　火災保険施設〕（N）176
Amt（1）〔管区（A）〕（1）191，195：
　　（N）　183；　（V）　164i　（V［）
　　！68－172；　（wn）　254
Amt（2）〔アムト〕（V［）172，180
Amt（3）〔部〕（M）167
Amtmann〔管区長（A）〕（M）171
Amtsgericht〔区裁判所〕（1）190，
　　198；　（M）　177
Amtshauptmann（1）〔郡長〕（1）209；
　　（皿）104，112；　（IV）160－161，
　　188；　（wr）　165－166，　168－170，
　　172，　174－175，　177－179，　182，
　　184－186，　188，　190，　192－193，
　　195；　（V［）　252
Am亡shauptmann（2）〔アムト管領〕＜W）
　　172－173
Amtshauptmannschaft　（＃K）　（　1　）
　　192－193，　195，　201　；　（M）　98　；
　　（W）　164－170，　174，　176－184，
　　186－192，　194－196，　198－199　；
　　（W）　251；　（MII）　264
Amtsphysikus〔管区担当医師〕（W）
　　251
Amtsrentverwalter〔管区地代管理官〕
　　（vi）　171
Amtsschreiber〔管区書記〕（W）171
Amtssteuereinnahme〔管区租税徴収所〕
　　（恥250
Amtsverwalter〔管区管理官〕（V［）171
Appellationsgericht（1）〔上訴院〕（1）
　　189i　（N）　187　i　（VII）　249
Appellationsgericht（2）〔控訴裁判所〕
　　（1）　190，　197；　（ll）　157，　166；
　　（N）　169，　171，　187；　（W）　175；
　（MII）　249，　264
Appellationsrat（1＞〔上訴院顧問官〕（1）
　　！89
Appellationsrat（2）〔控訴裁判所参事官〕
　　（1）　190；　（N）　170；　（VI）　195
Arbeiter－und　Soldatenrat〔労兵評議会〕
　 （W）　248
Arbeitsgericht〔区労働裁判所〕（M）
　　197
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　266
Bauamt〔建設部〕（VD　180
Bauamtmann〔建設担当官〕（M）！93
Baurat〔建設参事官〕（M）166，193
Bausachverstandiger〔建設技官〕（VI）
　　167，　194；　（VI）　252
Bauverwalter〔建設管理官〕（M）194－
　　195
Beirat　in　baupolizeilichen　Angelegenhei－
　　ten〔建設事項担当顧問〕（M）193
Bekleidungsamt〔被服部〕（M）196
Bergamt（1）〔鉱山管区〕（1）208；
　　（N）　171－172；　（Xa］）　249
Bergamt（2）〔鉱山部〕（N）172
Berggericht〔鉱業裁判所〕（1）207
Bergsch6ppenstuhl〔鉱業陪審人裁判所〕
　　（N）　171
Bezirk〔県（B）〕（VD　184；（W）252
Bezirksarmenverband〔地区救貧組合〕
　　（vi）　192
Bezirksarzt〔地区担当医師〕（W）251
BezirksausschuB〔地区委員会〕（皿）
　　98；　（V）　180，　184－186；　（W）
　　252－253
Bezirksbauamt〔地区建設部〕（M）187
Bezirksgericht〔地区裁判所〕（1）198；
　　（N）　171，　187，　189i　（V）　175，
　　195
Bezirkskirchenamt〔地区宗教部〕（M）
　　188
Bezirksschulamt〔地区教育部〕（VI）
　　184，　188，　192－193
Bezirksschulinspektion〔地区教育監督委
　　員会〕（1）211：（va）184，188－
　　189，　192
Bezirkssc ulinspektor〔地区教育監督官〕
　　（皿）99；　（V［）188
Bezirksschulrat〔地区教育参事官〕（V）
　　1881　（wn）　260
Bezirkssparkasse〔地区貯蓄金庫〕（M）
　　197
Bezirkssteuereinnahme〔税務署〕（W）
　　175　i　（vr）　250
Bezirkstag（1）〔地区議会〕（M）186，
　　196；　（W）　252
Bezirkstag（2）〔県議会〕（W）252
Bezirksverband〔地区自治体組合〕（皿）
　　98；　（vi）　178，　184－187，　192，
　　196－1971　（n）　252－253；　（wn）
　　264
Bezirksversammlung〔地区議会〕（皿）
　　98；　（wo）　165，　184－185，　196－
　　197
Brandversicherungsamt〔火災保険施設
　　事務所〕（1）210；（IV）176
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Brandversicherungskammer〔火災保険
　　室〕　（1）　210；　（N）　176
Brandversicherungskommission〔火災保
　　険委員会〕（N）176
Brandversicherungssozietat〔火災保険
　　協会〕（N）176
BUrgerausschuB〔市民委員会〕（1）
　　192－193
Chausseeinspektor〔舗道監視官〕（W）
　　194
Delegation〔支所〕（M）181，196
Departement　cles　Kultus　（und　6ffent－
　　lichen　Unterrichts）〔宗教（・公教
　　育）省〕（N）171
Dibzese〔監督教区〕（IV）178
Direktion　der　vereinigten　Artilleriewerk－
　　statten　und　Depots〔砲弾・兵姑本
　　部〕（IV）180
Disziplinarhof〔高等懲戒裁判所〕（1）
　　191
Disziplinarhof　filr　Richter〔裁判官高等懲
　　戒裁半U所〕　（1）　190
Disziplinarkammer〔懲戒裁判所〕（1）
　　191
Disziplinarkammer　fUr　Richter〔裁判官
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　　懲戒裁判所〕（1）190
Domestique－Departement〔内務部〕（N）
　　166，　169i　（wn）　249
Dorfrichter〔村長（D）〕（D193
Dorfschbpp6〔村助役〕（1）193
Dorfschulze〔村長（D）〕（1）193
Eisenbahnbauamt〔鉄道建設部〕（V［）
　　193
Ephorie〔監督教区〕（IV）178
Ephorus〔教会監督〕（W）251
Erbtande〔本領地域〕（1）188，199，
　　202i　（N）　168；　（V）　164－165；
　　（M）　169，　172，　174；　（wn）　249
Erbmarschall〔世襲別当〕（V）165
ErsterStaatsanwaltbeidem　Oberlandes－
　　gericht〔邦高等裁判所担当首席邦検
　　事〕　（N）　171
EtrangerDepartement〔外務部〕（N）
　　！66，　168，　188；　（V）　1661　（VII）
　　246
Evangelisch－Lutherisches　Landeskonsis－
　　t。rium〔福音ルター派邦宗務庁〕
　　（1）211；　（皿）99；　（IV）175，
　　177；　（wr）　188；　（va）　248　i　（vr）
　　256
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Fabriken－und　Dampfkesselinspektor〔工
　　場・ボイラー検査官〕（1＞）177
Feldmarschallamt〔元帥部〕（TV）178
Finanzarchiv〔財務文書室〕（N）181
Finanzdepu亡ation〔大蔵委員会〕（皿）
　　ユ07；　（V）ユ42
Finanz－und　Baurat〔財務・建設参事官〕
　　（vi）　193
Forstkreis〔森林大冊〕（1＞）172
Forstmeister〔森林監督官〕（N）172－
　　173
Forstrentamt〔国有林出納部〕（N）
　　ユ73；　（W）　工75
Friedensrichter〔治安判事〕　（1）207；
　　（N）　172；　（M）　！97
FUhrer　der　Landesregierung〔邦政府総
　　統〕　（VII）　249
Geheime　Kriegskanzlei（1）〔枢密陸軍官
　　房（第一次）〕（N）168
Geheime　Kriegskanzlei（2）〔枢密陸軍官
　　房（第二次）〕（1）211；（N）
　　166，　178－179
Geheimer　Assistenzrat〔枢密補佐顧問
　　官〕（田）247
Geheimer　Baurat〔枢密建設参事官〕
　　（vr）　193　；　（va）　260
Geheimer　Finanzrat（1）〔枢密財務顧問
　　官〕（N）168
Geheimer　Finanzrat（2）〔枢密財務参事
　　官〕　（N）　162－163，　181，　186一
　　ユ87
Geheimer　Hofrat〔枢密宮廷参事官〕
　　（N）　170，　185
Geheilner　Justizrat〔枢密法務参事官〕
　　（N）　163，　186－187
Geheimer　Kabinettsrat〔枢密内局顧問
　　官〕（N）166，168；（靱）247
Geheimer　Kabine亡亡ssekre亡ar〔枢密内局
　　書記官〕（N）ユ66；（珊）247
Geheimer　Kirchenrat（1）〔枢密宗教顧問
　　官〕　（N）　177
Geheimer　Kirchenrat（2）〔枢密宗教参事
　　官〕　（1▽）　177－178，　186，　188
Geheimer　Kirchen－und　Schulrat〔枢密宗
　　教・教育参事官〕（の150；（N）
　　ユ63，　ユ86，　188
Geheimer　Konsistorialrat〔枢密宗務参事
　　官〕（N）177
Geheimer　Kriegskammerrat〔枢密陸軍
　　行政顧問官〕（N）169
Geheimer　Kriegsrat（1）〔枢密陸軍顧問
　　官〕（N）工68－169
Geheimer　Kriegsrat（2）〔枢密陸軍参事
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　　官〕（N）163，186－189
Geheimer　Legationsrat（1）〔枢密外務顧
　　問官〕（N）166；（W）247
Geheimer　Legationsrat（2）〔枢密外務参
　　事官〕（1）213：（N）163，186，
　　188
Geheimer　Medizinalrat〔枢密医務参事
　　官〕（N）163，186，188；（V［）
　　193，　195
Geheimer　Oberrechnungsrat〔枢密上級
　　会計参事官〕（VVT）181，186
Geheimer　Rat（1）〔枢密院（第一次）〕
　　（N）　168，　181　i　（wn）　252
Geheimer　Rat（2）〔枢密院（第二次）〕
　　（1）．　202，　207，　211，　214－215；
　　（N）　167－168，　181，　186，　188
Geheimer　Rat（3＞〔枢密顧問官〕（1）
　　203；　（1）　148－149　；　（N）　167－
　　168i　（V）　164，　166　i　（VII）　247－
　　248
Geheimer　Rat（4）〔枢密参事官〕（N）
　　164－165，　，170，　182，　186－189
Geheimer　Referendar〔枢密補佐官〕
　　（1）　215；　（N）　163，　166，　187
Geheimer　Regierungsrat〔枢密行政参事
　　官〕（［）161i（m）110；（の
　　163，　165，　186－188i　（V）　160；
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　　（wu）　193，　195
Geheimer　Schulrat〔枢密教育参事官〕
　　（N）　165，　！86，　188
Geheimes　Archiv〔枢密文書室〕（N）
　　181
Geheimes　Finanzkollegium〔枢密財務委
　　員会〕（1）202，207；（N）168，
　　171，　181，　186－187；　（vi）　194；
　　（vr）　249
Geheimes　Kabinett〔枢密内局〕（1）
　　202－203，　206－208，　210，　213，
　　215；　（N）　166－169，　178，　181－
　　182，　188；　（V）　166；　（VIT）　247
Geheimes　Kabinettsarchiv〔枢密内局文
　　書室〕（N）181
Geheimes　Konsihum〔枢密顧問会議〕
　　（1）　189，　202；　（N）　167－169，
　　181
Geheimes　Kriegsratskollegium〔枢密陸
　　軍顧問委員会〕（1）202；（N）
　　168－169
Geleitseinnahme〔通行税徴収所〕（W）
　　250
Gemeindealtester〔農村自治体長老〕
　　（1）　！94
GemeindeausschuBperson〔農村自治体
　委員〕（1）194－195
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　270
Gemeinderat〔農村自治体参事会〕（1）
　　194－195；　（vi）　185
Gemeindeverband〔自治体組合〕（W）
　　252
Gemeindevertreter〔農村自治体代表〕
　　　（1）　195
Gemeindevorstand〔村長（G）〕（1）
　　194；　（N）　175；　（V）　145；　（M）
　　177
Gendarmerie〔警務隊〕（1）208－209；
　　　（N）　175　；　（M）　170
Gendarmeriedienststelle〔警務隊支署〕
　　　（1）　210
Generalakziseinnahme〔一般物品税徴収
　　所〕（W）250
Generalauditeur〔高等陸軍法務官〕（TV「）
　　179
Generalauditoriat〔高等陸軍法務部〕
　　　（N）　179．
Generalbrandkasse〔中央火災保険金
　　庫〕　（N）　176
Generaldirektion　der　k6niglich　sla’chsi－
　　schen　Staatseisenbahnen〔ザクセン
　　王国国有鉄道庁〕（N）173
Generaldirektion　der　k6niglichen　Samm－
　　lungen　fUr　Kunst　und　Wissen－
　　schaft〔王国文化・科学コレクショ
　　ン管理庁〕（N）184－186，189
Generaldirektien　der　staatlichen　Eisen－
　　bahnen〔国有鉄道庁〕（1）208；
　　　（N）　187；　（NI）　193　i　（wn）　260
Generalgouvernement　fUr　Sachsen〔ザ
　　クセン総督府〕（N）166，169，
　　179
Generalhauptkasse〔全国中央金庫〕
　　　（N）　168
Generalkommando〔軍団司令部〕（1）
　　211；　（N）　178
G neralkommandostab〔軍団参謀部〕
　　　（N）　178，　180
Generalkommission　fUr　Ab16sungen　und
　　Gemeinheitsteilungen〔償却・共同
　　地分割全国委員会〕（N）177，181
Generalkriegsgerichtskollegium（1）〔中
　　央軍事裁判委員会（第一次）〕（N）
　　178－179
Generalkriegsgerichtskoi｝egium（2）〔中
　　央軍事裁判委員会（第二次）〕（N）
　　179
G eralstaatsanwalt〔検事総長〕（1）
　　198；　（皿）　108；　（N）　171
Generalst b（1）〔陸軍指導部〕（IV）180
Generalstab（2）〔陸軍参謀部〕（1）212；
　　　（N）　180
一270一
　　　　　　　　ゲルハルト・シュミット
Generalakziseinnahme〔丁般物品税徴収
　　所〕（W）250
Generaltruppeninspektor〔陸軍総監〕
　　（N）　178
Generalzolldirektion〔関税庁〕（1）
　　208i　（N）　187
Gerichtsamt〔管区（GA）〕（1）195－
　　196，209：　（皿）98；　（V［）　168，
　　170，　175－177，　182，　187－188，
　　194－195
Gerichtsamtmann〔管区長（GA）〕（V［）
　　175
Gerichtsrat〔裁判所参事官〕（W）175；
　　（田）264
Gerichtssch6ppe〔村助役〕（1）193
Gerichtsverwalter〔家産裁判所長〕（V）
　　174
Gesamtministerium〔閣僚会議〕（1）
　　191，　205，　2141　（ll）　148，　162－
　　164；　（皿）　96，　102，　115　；　（N）
　　184，　186；　（vr）　248－249；　（wr）
　　250
Gewerbeamt〔産業部〕（V［）180
Gewerbegericht〔産業労働裁判所〕（N）
　　172　；　（M）　187，　197
Gewerbeinspektiori〔産業検査委員会〕
　　（1）　210　；　（N）　177　；　（VI）　194
「近代ザクセン国制史入門」（田）　271
Gewerbekammer〔産業会議所〕（IV）
　　177
Gewerberat〔産業参事官〕（W）166，
　　194
Gewerbetechnischer　Rat〔産業技術担当
　　参事官〕（M）193
Handelsgericht〔商事裁判所〕（1）198
Handelskammer〔商業会議所〕（N）
　　176－177
Handelsrichter〔商事裁判官〕（1）190
Handels－und　Gewerbekammer〔商業・
　　産業会議所〕（1）210；（［）161，
　　164i　（N）　176
Hauptstaatsarchiv〔邦中央文書館〕（1）
　　215；　（N）　181，　1881　（VI）　197
Hauptsteueramt〔間接税局〕（1）208；
　　（wr）　196；　（vr）　250
Hauptzeughaus〔中央兵器庫〕（1）212；
　　（N）　174，　280
Hauptzollamt〔関税局〕（1）208；（N）
　　172；　（VII）　250，　252
Hochbautechnisches　Bureau〔建設技術
　　局〕　（N）　173
Hofgericht（1）〔宮廷裁判所（ヴィッテン
　　ベルク）〕（1）189
Hofgericht（2）〔宮廷裁判所（ラウジッ
一271一
　272
　　ツ）〕　（V【）　173
Hofrat（1）〔宮廷顧問会議〕（N）ユ69
HQfrat（2）〔宮廷顧問官〕（N）169－170
Hofrat〔3）〔宮廷参事：官〕（IV）ユ70，182　1
　　（wu）　195
Hofrichter〔宮廷裁判官〕（1）ユ89
Hof－und　Justizrat（1）〔宮廷・司法顧問
　　官〕　（N）　166，　169
Hof－und　Justizrat（2）〔宮廷・司法参事
　　官〕　（N）　170
Hof－und　Medizinalrat（1）〔宮廷・医務顧
　　問官〕（N）169，188
Hof－und　Medizinalrat（2）〔宮廷・医務参
　　事官〕（IV）188
in　Evangelicis　beauftragten　Staatsmini－
　　ster，　Die〔福音事項閣僚協議会〕
　　（1）　211　；　（N）　186；　（VII）　2481
　　（珊）250
1nspektor〔検査官〕（V［）179，196
Juristischer　Oberrat〔法務担当上級参事
　　官〕（噸）260
Juristischer　Rat〔法務担当参事官〕（N）
　　164；　（wn）　260
Justitiar〔高等陸軍法務官〕（N）189
Justizamt〔司法管区〕（1）207，209；
　　（W）　171，　174－175，　187，　194；
　　（珊）251
Justizamtmann〔司法管区長〕（M）171，
　　194
Just三zbeamter〔司法管区担当官〕（M）
　　171，　195j　（W）　252
Kabinettskanzlei〔内局官房〕（1）206，
　　212；　（N）　170，　189i　（wr）　250
Kabinettsminister〔内局大臣〕（ll）
　　148　；　（N）　166－167，　178　i　（VII）
　　246－248；　（ve）　249
Kabinettssekret註r〔内局官房書記官〕
　　（N）　170－171，　189
Kammerkollegium〔国庫委員会〕（N）
　　！68
Kanzler〔本領警察委員会長官〕（IV）
　　！69－170　i　（va）　252
Kaufmannsgericht〔商業労働裁判所〕
　　（vi）　187，　197
Kircheramtsrat〔宗教部参事官〕（VI）
　　188
Kircheninspektion〔地区宗教監督委員
　　会〕（V［）184，188，192－193
Kirchenrat（1）〔宗教顧問会議〕（1）
　　210　；　（N）　177
Kirchenrat（2）〔宗教顧問官〕（N）177
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Kirchenrat（3）〔宗教参事官〕（N）178，
　・186
Kirchen－und　Schuldeputation〔県宗
　　教・教育監督委員会〕（1）211；
　　（N）　175
Kirchen－und　Schulinspektion〔地区宗
　　教・教育監督委員会〕（M）188
Kirchen－und　Schulrat（！）〔宗教・教育顧
　　問官〕（W）250
Kirchen－und　Schulrat（2）〔宗教・教育参
　　事官〕（N）175：（VII）250
Kirchenvorstand〔教会委員〕（恥99；
　　（粗）256
Ktinigliche　Bibliothek〔王立図書館〕
　　（N）　184，　188
K6nigliche　Adjutant〔国王付き副官〕
　　（N）工80
K6niglicher　Generalstab〔1）〔国王参謀部
　　（第一次）〕（IV）178，180
K6niglicher　Generalstab（2）〔国王参謀部
　　（第二次）〕（N）178，180；（田）
　　251
K6。i、li、h，、　G，，i、h，〔国王の裁判痴
　　（vi）　174
K6nigliches　militarisches　Gefolge〔侍従
　　武官〕（IV）！80
K6nigliches　Spruchkollegium〔王立判決
「近代ザクセン国制史入門」（W）　273
　　団〕（1）198
Koinspektion〔教会共同監督〕（W）188
Kommandierender　General〔陸軍司令
　　官〕　（［）　211－212：　（N）　178，
　　180
Kommerziendeputation〔商業委員会〕
　　（N）　169
Kommission　fUr　Entscheidung　Uber
　　Kompetenzzweifel　zwischen　Justiz－
　　und　Verwaltungsbehdrden〔司法・
　　行政官庁間権限紛争決定委員会〕
　　（1）　191
Kommission　fUr　Veterinarwesen〔獣医
　　師制度委員会〕（の176
Kommission　fUr　Zucht一，　Armen－und
　　Waisenhljuser〔救貧委員会〕（N）
　’176
Kommission　zur　Aufrechterhaltung　der
　　6ffentlichen　Ruhe〔公安委員会〕
　　（vr）　250
Kommunalgarde〔民兵団〕（1）209；
　　（IV）　174－！75　；　（Y皿）　249
Kommunreprasen亡ant〔都市代表〕（1）
　　192
Kompetenzgericht〔権限決定裁判所〕
　　（1）　191
Konferenzminister〔諮問大臣〕（N）
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　167－168；　（W）　247－248
Konsistorialra亡（1＞〔宗務顧問官〕（N）
　177
KonsistQrialrat（2）〔宗務参事・官〕（】V）
　177
Konslstorium〔宗務委員会〕（1）ユ89；
　　（N）　175，　177
Korpsauditeur〔軍団法務官〕（N）179
Korpsgericht〔軍団法廷〕（N）179
Kreis（1）〔県　（K）〕（1）189；　（N）
　173，　175；　（W）　169
Kreis（2）〔クライス〕（V［）172
K：reis（3）〔君区　（K）〕　（W）　182－184；
　　（粗）252
Kreisamt〔特別管区〕（IV）183
Kreisamtmann〔特別管区長〕（［）158；
　　（W）　183
KreisausschuB（1）〔県委員会〕（皿）98：
　　（Vll）　252
KreisausschuB（2）〔郡委員会〕（W）
　253
Kreisdirektion〔県（KD）〕（1）191，
　209，　211　；　（II）　160　；　（皿）　98　；
　　（N）　169－170，　175，　188；　（vi）
　169－170，　175；　（va）　250；　（wr）
　249
Kreisdirektor（1）〔クライスディレクト
　ノレ〕　（1＞）　175
Kreisdirektor（2）〔県知事（KD）〕（】V）
　175
Kreisfreie　Stadt〔郡独立都市〕（N）
　1751　（V）　178，　196－197；　（vrl）
　264
Kreishauptmann（1）〔県知事（K）〕（N）
　175；　（va）　169
Kreishauptmann（2）〔県知事　（KH）〕
　　（皿）　98，　112；　（M）　179，　195
Kreishauptmannschaft（1）〔県庁（K）〕
　　（N）　！75
Kreishauptmanhschaft（2）〔県（KH）ま
　たは県〕（1）193，209；（M）98；
　　（N）　175，　188；　（VI）　166，　177－
　178，　180－183，　188－190，　193，
　195－199
Kreisoberforstmeister〔森林大区長〕
　　（N）　172
Kreisrat〔郡評議会（K）〕（VI）183
Kreissparkasse〔クライス貯蓄金庫〕
　　（wu）　187
Kreisst議nde〔県身分制議会〕（N）173；
　　（田）250
K：reissteuereinnahme〔県租税徴収所〕
　　（VI）　250
Kreissteuerrat〔税務大区参事官〕（N）
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　　187　；　（VII）　250
Kreistag（1＞〔県身分制議会〕（1）208；
　　（N）　173
Kreistag（2）〔郡議会〕（M）183；（W）
　　252
Kriegsgericht〔軍法会議〕（1）191，
　　212
Kriegsgerichtsrat（1）〔軍法会議顧問官〕
　　（W）　179
Kriegsgerichtsrat（2）〔軍法会議参事官〕
　　（N）　179
Kriegsverwaltungskammer〔陸軍行政
　　室〕（1）202，211；（N）169，
　　188
Kultusminister〔宗教大臣〕（1）211
Kultusministerium〔宗教劇〕（1）206
Landarbeitsgericht〔地方労働裁判所〕
　　（W）　197
Landbaumeister〔建設総監督〕（N）
　　173
Landesbrandversicherungsanstalt〔口火
　　物保険施設〕（N）176
Landesdirektion〔本領内務委員会〕IN）
　　169，　175，　186，　188
Landesgesundheitsamt〔邦衛生部〕（1）
　　210；　（N）　176，　188
「近代ザクセン国制史入門」（田）　275
Landesimmobiliarbrandversicherungs－
　　anstalt〔邦不動産火災保険施設〕
　　（N）　176
Landesjustizkollegium〔本領司法委員
　　会〕（r）189；（IV）169，187
Landeskommission（1）〔邦特別委員会〕
　　（N）　169
Landeskommission（2）〔邦統治委員会〕
　　（［）　165－166　i　（MI［）　255
Landeskonsistorium〔邦宗務委員会〕
　　（1）211；　（皿）99；　（IV）177；
　　（vr）　250；　（ve）　256
Landeskriminalpolizei〔邦刑事警察隊〕
　　（田）250
Landeskulturrat〔農業協議会〕（IV）
　　 83
Lahdeslebensmittelaエnt〔邦食糧部〕
　　（1）　209；　（皿）　117
Landesmedizinalkollegium〔邦医務委員
　　会〕（N）176
Landes－Okonomie一，　Manufaktur－und
　　Kommerziendeputation〔邦経済委
　　員会〕（rvr）169；（M）194
Landespolizei〔邦警察隊〕（W）250
Landesregierung（1）〔本領警察委員会〕
　　（1）　189，　202，　207；　（［）　150　1
　　（N）　169，　174，　181，　188；　（V）
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　276
　　166
Landesregierung（2）〔邦政府〕（IV）ユ69；
　　（VE）　249
Landesreg三erung（3）〔少1｝政府〕（IV）ユ69；
　　（XCI）　249
Landessicherheitspolizei　〔邦保安警察
　　隊〕　（V［D　250
Landesversicherungsamt．〔邦社会保険
　　部〕（1）210；（N）176
Landesversicherungsanstalt〔邦廃疾保
　　険施設〕　（N）　176，　188
Landesverwaitung〔州行政庁〕（W）
　　249
Landgendarmerie〔地方警務隊〕（W）
　　177
Landgericht（1）〔管区（LG）〕（M）172
Landgericht（2）〔地方裁判所〕（1）190；
　　（N）　187
Landkreis（1）〔地方区〕（m）195
Landkreis（2）〔地方郡〕（V［）187，
　　182－184i　（vr）　252－253；　（M［）
　　264
Landrat〔郡長（L）〕（VI）182－183
Landratsamt〔郡長部〕（W）183
Landrentenbank〔委託地代銀行〕（N）
　　173，　！82；　（wnl）　251
Landtag（1）〔身分制議会（L）〕（1）
　　203
Landtag（2）〔邦議会〕（1）203－204，
　　208，　212j　（［）　151，　153－159，
　　161，163一ユ64；　（皿）97，ユ04－
　　108，　111－114；　（N）　160，　181，
　　184；　（V）141－164；　（V［）ユ77，
　　1821　（vr）　248　；　（wn）　250，　252－
　　253．　261
Landtag（3）〔州議会〕（VI）249
Landtagsmarschall〔身分制議会別当〕
　　（V）　165
Landtagsversarhmlung〔身分制議会
　　（LV　））　’（V）　139
Landvogt〔ラント代官〕（VI）173
Landwirtschaftlicher　Hauptverein〔農業
　　中央協会〕（N）183
Legationsrat（1）〔外務顧問官〕（N）
　　166i　（sul）　247
Legationsrat（2）〔外務参事官〕（皿）
　　！17；　（N）　163－164，　186，　188
Lehnsherrschaft〔封所領〕（V）166
Maschinentechnisches　Bureau　der
　　Hochbauverwaltung〔建設管理技術
　　局〕（N）173
Medizinalrat〔医務参事官〕（M）166，
　　193
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Medizinischer　Beirat〔医務担当顧問〕
　　（vi）　193
Medizinischer　Rat〔医務担当参事官〕
　　（W）　193，　195
Militarbauamt〔軍事建設部〕（N）180；
　　（珊）250
Militarbaudlrektion〔軍事建設局〕（N）
　　189；　（vr）　250
Militar－Departement〔陸軍部〕（IV）
　　166，　178；　（vr）　246
Militargerichtsdepartement〔軍事裁判
　　部〕（1＞）179
Militaroberbauamt〔上級軍事建設部〕
　　（1）　212；　（N）　180
Minister　des　Kultus　（und　6ffentlichen
　　Unterrichts）〔宗教（・公教育）大
　　臣〕（ll）152；（N）171
Ministerial－Departement　des　Kultus
　　（und　bffentlichen　Unterrichts）〔宗教
　　（・公教育）省〕（N）171
Ministerialrat　．Rat　（3）
Ministerium　des　Kultus　（und　dffentli－
　　chen　Unterrichts）〔宗教（・公教育）
　　省〕（1）204；（】V）171
Ministerprasident〔首相〕（1）205；
　　（TVT）　！70i　（MI）　248－249
MUnze〔造幣所〕（1）208：（1＞）172
「近代ザクセン国制史入門」（皿）　277
Nachrichtenstelle〔情報室〕（W）189
Nationalgarde〔護民団〕（IV）173－174
Nebenlande〔副次的地域〕（1）202
Nebenzollamt〔関税支部〕（VII）252
0berakzis－und－geleitskommissar〔上級
　　物品税・通行税特別委員〕（W）
　　250
0beramt〔オーバーアムト〕（W）！73－
　　174
0b ramtshauptmamm〔オーバーアムト
　　管領〕（M）173
0beramtshofgericht〔オーバーアムト宮
　　廷裁判所〕（V［）173；（鴨）264
0beramtsr gierung〔オーバーアムト統
　　治委員会〕（ll）150；（N）175，
　　182，　187－188；　（vi）　174；　（vr）
　　250；　（wn）　264
0beramtsregierungsrat〔オーバーアム
　　ト統治委員会顧問官〕（N）182
0berappellationsgericht〔大審院〕（1）
　　190；　（N）　171，　189
0berappeliationsrat〔大審院参事官〕
　　（1）　190；　（N）　179
0berbaurat〔上級建設参事官〕（N）
　　173，　193i　（wr）　26P
Oberbergamt〔上級鉱山管区〕（1）
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　278
　　2081　（N）　171－172；　（VII）　249
0berfinanzrat〔上級財務参事官〕（珊）
　　260
0berfbrster〔上級林務官〕（N）172－
　　173；　（V）　147
0berforstmeis亡er〔上級森林監督官〕
　　（N）　ユ72一ユ73
0berforstmeisterei〔上級森林監督区〕
　　（1）　208；　（N）　172
0berhofgericht〔高等宮廷裁判所〕（1）
　　188；　（N）　187；　（WI）　251
0berhofgerichtsrat（1）〔高等宮廷裁判所
　　顧問官〕（1）197
0berhofger｝chtsrat（2）〔高等宮廷裁判所
　　参事官〕（1）197
0berhofrichter〔高等宮廷裁判官〕（1）
　　188
0berkirchenrat〔上級宗教参事官〕（N）
　　178
0berkonsistorialrat（1）〔上級宗務顧問官〕
　　（N）　177
0berkonsistorialrat（2）〔上級宗務参事官〕
　　（N）　177
0berkonsistorium〔上級宗務委員会〕
　　（1）　210　；　（ll）　149；　（N）　188；
　　（珊）252
0berkriegsgericht〔高等軍法会議〕（N）
　179
0berkriegsgerichtsrat〔高等軍法会議参
　　事官〕（N）179
Qberlandbaumeister〔上級建設総監督〕
　　（の173
0berlandesgericht〔邦高等裁判所〕（1）
　　190
0berlandesgerichtsrat〔邦高等裁判所参
　　事官〕　（1）　190；　（IV）　179，　187
0bermedizinialrat〔上級医務参事官〕
　　（N）　193
0berpostamt〔上級郵便函〕（N）172
0berpos亡direktion〔郵便管理局〕（N）
　　172
0berrat〔上級参事官〕（M）195，197
0berrechenkammer〔上級財務検査室〕
　　（N）　181
0berrechnungsdeputation〔上級会計検
　　査委員会〕（1）215；（1V）181，
　　189
0berrechnungskammer〔」二級会計検査
　　室〕（1）215；（N）181，186－
　　187
0berrechnungsrat（1）〔上級会計顧問官〕
　　（N）　181
0berrechnungsrat（2）〔上級会計参事官〕
　　（の181
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Oberregierungsrat〔上級行政参事官〕
　　（W）　190，　193－194，　工97
0berstaatsanwaIt〔邦高等検事〕（IV）
　　171
0bersteuerdirektor〔上級租税委員長〕
　　（の168
0bersteuereinnehrr｝er〔上級租税徴収官〕
　　（N）　168
0bersteuerkollegium〔上級租税委員会〕
　　（N）　ユ68；　（V歴）　250；　（V置）　250
0berversicherungsamt〔上級社会保険
　　部〕（恥176
0berverwaltungsgericht〔高等行政裁判
　　所〕（1）ユ91，2ユ5；（N）ユ89；
　　（wr）．　196
Polizeiamt（1）〔警察部〕（郡）（M）180
Polizeiamt（2）〔警察部〕（市）（N）ユ75；
　　（va）　1961　（vr）　250－25！
Polizeideputation〔市警察委員会〕（W）
　　251
Polizeidienststelle〔所轄警察官庁〕（1）
　　210
Polizeidirektion（1）〔警視庁〕（N）175，
　　188i　（vi）　195　i　（yn）　250
Polizeidirektion（2）．〔公安警察部〕（W）
　　251
「近代ザクセン国制史入門」（㎜）　279
Polizeikollegium〔警察委員会〕（IV）
　　175
Polizeikomrnission〔警察委員会〕（N）
　　175
Polizeipr註sidium〔公安警察署〕（Vn）
　　251
Premierminister〔総理大臣〕（1）202，
　　205；　（1）　169；　（N）　166；　（V［）
　　194i　（wn）　247－248　i　（wn）　252
Provjnzialsfande〔地方身分制議会〕（1）
　　203；　（V匹）　250；　（N皿）　249
Rat（1）〔顧問会議〕（】V）169
Rat（2）〔顧問宮〕（IV）工70
Rat（Ministerial一）（3）〔（本省）参事官〕
　　（1）　196，　205－206，　215；　（fi）
　　！49　一　150，　153，　155，　158　；　（　N　）
　　ユ60－162，　！64，　171，　182．　186－
　　189
Rat　des　Bezirkes〔県評議会〕（W）252
Rat　des　Kreises〔郡評議会（R）〕（田）
　　252
Referendar〔補佐官（Rr）〕（N）168，
　　187
Referent〔補佐官（Rt）〕（N）186－！88
Regierungsamtmann〔行政事務官〕（M）
　　167，　179，　190，　194　i　（wn）　252
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280
Regierungsassessor〔行政参事官補〕
　　（wo）　179，　195－196；　（W）　252
Regierungsbezirk〔県（RB）〕（VI）182，
　　196
Regierungsprtisident〔県知事（R）〕
　　（vi）　182－183
Regierungsrat〔行政参事官〕（N）175；
　　（wo）　166，　179，　194；　（vr）　252
Regierungs一μnd　Gewerberat〔行政・産
　　業参事官〕（VI）193
Remontedepot〔新馬補給部〕（W）196
Rentamt〔地代管区〕（M）171，175，
　　195
Rentbeamter〔地代管区担当官〕（Vl）
　　171，　194－195
RezeBherrschaft〔協定所領〕（1）196；
　　（V）　166；　（vi）　172，　175，　181；
　　（皿）249
Sachsischer　Gemeindetag〔ザクセン自
　　治体会議〕（M）187
Salzverwalterei〔塩専売事務所〕（1）
　　208；　（N）　172
Sanit註tskollegium〔衛生委員会〕（N）
　　169
Schiedsgericht　ftir　Arbeiterversicherung
　　〔労働者保険調停裁判所〕（N）
　　176
Schbffengericht〔参審部〕（1）190
Sch6ppenstuhl〔陪審人裁判所〕（1）
　　189　i　（N）　187
Sch6sser〔収税官〕（M）171
Schwurgericht〔陪審部〕（1）190；
　　（N）　184
Selbstljndiger　Gutsbezirk〔自立的農場区
　　域〕　（1）　194；　（皿）　102　；　（Y）
　　196
Staatliche　Sammlungen〔国有コレク
　　ション〕（皿）107
Staatliches　Polizeiamt〔国家警察部〕
　　（W）　250－251
Staatsanwaltschaft〔邦検事局〕（1）
　　207；　（N）　17！　；　（NTI）　250
Staatsgerichtshof〔国事裁判所〕（1）
　　191　；　（皿）　107；　（N）　184
Staatskanzlei〔国家官房〕（1）215；
　　（va）　248
Staatsminister（1）〔国家大臣〕（1）
　　205；　（N）　161－162，　170，　182－
　　184
Staatsminister（2）〔州大臣〕（VII）249
Staatsrat〔国家評議会〕（1）205；
　　（N）　167，　170
Staatsregierung〔州政府〕（粗）249
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Staatssekret註r（1）〔国家書記官〕（N）
　　166，　178；　（VII）　247－248
Staatssekretar（2）〔事務次官〕（W）249
Stadtaltester〔都市長老〕（1）192
Stadtgemeind，erat〔都市自治体参事会〕
　　（1）　193
Stadtgericht〔都市裁判所〕（1）193；
　　（W）　175
Stadtkreis〔都市郡〕（m！178，182－
　　184；　（V匝）　252；　（V皿）　264
Stadtrat〔市参事会〕（1）！91－193，
　　197，　209；　（N）　175；　（V）　165；
　　（vi）　172，　174，　177，　185，　188　；
　　（珊）248
Stadtverordneten（versammlung）〔市議
　　会〕（1）192－193；（ll）153
Stadtverordneter〔市議会議員〕（1）
　　192－193；　（V）　167－168i　（va）
　　185　i　an）　260
Stande（1）〔身分制議会〕（1）202；
　　（V）　139－140，　16，4－165；　（M）
　　165；　（wn）　249
Stande（2）〔邦議会（S）〕（V）142，
　　147，　168
Standeversammlung〔1）〔身分制議会
　　（SV））　（1）　202，　206
StanCleversammlung（2）〔邦議会（SV）〕
「近代ザクセン国制史入門」（皿）　281
　　（1）201；　（［）159－160；　（皿）
　　100　；　（V）　140，　143，　148　一　149　；
　　（皿）254
Standesamt〔戸籍部〕（冊）255
Statistisches　BUro（1）〔統計局（内務
　　省）〕（豆）165；（N）183
Statistisches　BUro（2）〔統計局（鉄道管理
　　庁）〕（N）183
Statistisches　Landesamt〔邦統計部〕
　　（N）　183，　188
Steueramt（1）〔間接税部〕（M）196；
　　（vr）　252
Steueramt（2）〔税務部〕（M）180
Steuerbezirk〔税務区〕（D208
Steuerkreis〔税務魚区〕（1）208
StraBenbaudirektion〔道路建設監督局〕
　　（N）　173；　（W）　193
StraBenbaudirektor〔道路建設監督官〕
　　（N）　173
StraBenbaukommissar〔道路建設特別委
　　員〕（V［）194
StraBenbaukommission〔地区道路建設
　　委員会〕（M）169－170，177，194
StraBen一　und　Wasserbauamt〔道路建
　　設・水利工事部〕（M）193
Superintendent〔教会監督〕（IV）！78；
　　（V）　166；　（wr）　188，　193；　（W）
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　282
　　251
SynodalausschuB〔教会会議委員会〕
　　（va）　248
Synodale〔教会会議〕（皿）99；（珊）
　　256
Talsperrenbauamt〔ダム建設部〕（M）
　　193
Technische　Deputation〔技術委員会〕
　　（ll）　165
Technischer　Oberra亡〔技術担当上級参事
　　官〕（田）260
Technischer　Rat〔技術担当参事官〕
　　（N）　164；　（wn）　260
Uferbaukommission〔地区築堤委員会〕
　　（M）　195
Universitatsgericht〔大学裁判所〕（M）
　　195
Unterstaatssekretljr〔国家書記官補〕
　　（N）　166
Untersteueramt〔間接税支部〕（Vl　）
　　196；　（vr）　252
Verband　der　sla’chsischen　Bezirksver－
　　bande〔ザクセン地区自治体組合連
　　合〕（M）187
Verfassungsamt〔法規部〕（M）180
Verfassungsdeputation〔憲法委員会〕
　　（V）　142
Verkehrsamt〔交通部〕（VI）180
Versicherungsamt〔社会保険部〕（1）
　　2工0；　（N）　ユ76；　（W）　ユ80
Versicherungsanstalt〔廃疾保険施設〕
　　（1）　210
Viertelsmeister〔市区代表〕（1）192
Vikariatsgericht〔助任司祭裁判所〕（1）
　　198
Vizekanzler〔本領警察委員会副長官〕
　　（田）248
Vogt〔代官〕（Vl）171
Vogtei〔代官役所〕（M）170
Volksbeauftragter〔人民委員〕（W）
　　248
Volkskammer〔人民議会〕（N）170；
　　（V）ユ62；　（W）248
Vorsitzender　des　Gesamtministeriums
　　〔閣僚会議議長〕（1）205，214；
　　（1）　148，　151，　153，　155，　157　；
　　（M）　96，　102，　113；　（IV）　170
Vorsitzender　Kabinet亡sminis亡er〔首席内
　 局大臣〕（N）166；（W）246
V。rsitzender（Staats一）Minister〔首席
　　（国家）大臣〕（H）！52，164；
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ゲルハルト・シュミット
　　（皿）110；　（1V）170，．184；　（V）
　　160
Vortragender　Rat〔報告参事官〕（N）
　　160，　185－187
Wasserbaudirektion〔水利工事監督局〕
　　（N）　172i　（VI）　193
Wasserbaudirektor〔水利工事監督官〕
　　（N）　173；　（wr）　194－195
Wasserbauinspektor〔水利工事監視官〕
　　（va）　195
Wasserbaukommission〔地区水利工事委
　　員会〕（VI）169－170，177，195
Wendenabteilung〔ゾルブ入対策部〕
　　（va）　182，　189－191
「近代ザクセン国制史入門」（咀）　283
Wissenschaftlicher　Hilfsarbeiter〔専門職
　　補佐官吏〕（］V）164
Zeugmeisterei〔造兵廠〕（N）．180
Zivildepartement〔内政部〕（N）166
Zollamt〔関税部〕（W）252
Zoll－und　Steuerdirektion〔関税・間接税
　　庁〕（1）208；（VII）250
zu　Aufrechthaltung　der　6ffentlichen
　　Ruhe　allerh6chst　verordnete　Kom－
　　mission，　Die〔勅命公安委員会〕（W）
　　250i　（wr）　249
Zweigamt〔支部〕（V［）181；（W）
　　252
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